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10月9日（土）　午前

講義・レポート作成　【課程に対応する学域ごとに実施】

基礎知識、数理能力※、理解力、問題解決力、論理的思考力、文章表現力をみる。

応用生物学域

細胞分裂・有性生殖と免疫・抗体産生についての講義をおこなった（50分）。まず、細胞分裂に伴う
DNA量の変化、有性生殖における性決定の仕組みと染色体・遺伝子の伝わり方について講義し
た。次に免疫の仕組みと抗体の多様性を生み出す仕組みについて講義した。講義では、配付した
資料にメモを取ること、その資料を試験に持ち込むことを認めた。これらの講義を踏まえて、レポー
ト作成では、講義の内容を理解する力、基礎知識、計算力、論理的思考力、問題解決力、文章表
現力を調べた。

物質・材料
科学域

「環境の化学」と題する40分間の講義と講義内容に関連した90分間のレポート作成を課した。講義
では、大学で使用する一般化学の教科書を題材として、1．地球の大気、2．人間の活動と地球の
大気、3．地球の水、4．人間の活動と水質、5．グリーンケミストリー の5項目について平易に解説
した。また、 レポート作成では、大問5問からなる問題に解答することで、レポートを完成させた。そ
れにより、講義の理解力、問題解決能力、化学の基礎知識、推測力、数式処理能力を調べた。さ
らに，一部の問題の解答は自由記述式として、論理的思考能力を試すとともに文章表現能力もみ
た。

なお、講義では、配付資料にメモをとること、またその資料を試験（レポート作成）に持ち込むことを
可とした。

設計工学域

「信号処理システム」と題して50分の講義を行い、その後、講義の内容の理解度などを測る80分
の試験を行った。講義内容は次の通りである。まず、信号処理システムはどのようなものか、身の
回りのものを例にして基本的なことを説明した。つぎに、信号処理システムの特性を解析するため
に必要な数学的事項を説明し、信号処理システムの基本的な解析方法を説明した。最後に、簡単
な信号処理システムを用いた応用例を説明した。筆記試験では、講義内容の理解度を測る問題
に加え、講義で得た知識を用いて問題を解決する能力を測る問題や、論理的思考力と文章表現
力を測る問題を設定した。講義では、配付資料にメモを取ることを許可し、その資料を試験に持ち
込むことを認めた。

デザイン科学域

「人間にとって建築とはどのような存在なのか〜二つの広島の戦後建築から考える〜」と題して40
分の講義を行い、その後、講義内容の理解度と、講義内容に関係して上記の「ねらい」に示した能
力を見る筆記試験（90分）を行なった。講義の際に配付した資料にメモをとり、それを試験に持ち
込むことを可とした。

講義の内容
広島平和記念資料館（設計：丹下健三）と世界平和記念聖堂（設計：村野藤吾）を例に、20世紀の
建築は、リビング・ヘリテージ（Living Heritage）＝生きている遺産として、社会や人々の記憶を未
来に伝える有効なメディアとなりうること、建築家は、長い生命を持つ建築を、10年後、20年後を見
据えて設計していることなどを紹介した。

※デザイン科学域の「講義・レポート作成」では、数理能力は問いません。
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